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1
1
9
番
の
日

消
防
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
防
火
意

識
の
高
揚
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
体
制
の

確
立
に
役
立
て
る
た
め
、
毎
年
11
月
9
日

を
「
１
１
９
番
の
日
」
と
し
て
定
め
て
い

ま
す
。

左
表
の
１
１
９
番
の
か
け
方
を
参
考

に
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

通
報
は
落
ち
着
い
て
、
正
確
に
！

平
成
28
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

消
し
ま
し
ょ
う

そ
の
火
そ
の
時

そ
の
場
所
で

秋
季
全
国

火
災
予
防
運
動
週
間

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま
す
。

防
火
に
対
す
る
意
識
を
一
層
高
め
て

い
た
だ
く
こ
と
と
、
火
災
の
発
生
を
未

然
に
防
ぎ
、
火
災
か
ら
尊
い
命
と
貴
重

な
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

11
月
9
日
か
ら
15
日
ま
で
の
1
週
間
を

「
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
」
と

定
め
て
い
ま
す
。

今
一
度
、
火
の
元
を
点
検
し
、
ご
家

庭
で
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

第
5
回

「
防
火
の
詩（
う
た
）」募
集
！

火
災
予
防
啓
発
の
一
環
と
し
て
、
皆

さ
ま
か
ら
火
災
予
防
に
関
す
る「
標
語
」

「
エ
ッ
セ
イ
」「
俳
句
」「
短
歌
」「
川
柳
」

を
募
集
し
ま
す
。

形
式
は
特
に
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
入
選

さ
れ
た
方
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
！

●
応
募
方
法

町
内
在
住
ま
た
は
勤
務
さ
れ
て
い
る

方
で
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
も
し
く
は
学

校
名
を
明
記
の
上
、
郵
送
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
募
集
締
切
日
／
12
月
15
日
（
木
）

※
当
日
消
印
有
効

●
そ
の
他

・
発
表
は
有
田
川
町
消
防
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
当
消
防
本

部
に
帰
属
し
、
原
則
返
却
は
し
ま
せ

ん
。

・
作
品
に
関
す
る
肖
像
権
、
著
作
権
な

ど
に
関
し
て
の
責
任
は
、
当
消
防
本

部
で
一
切
負
い
か
ね
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
先

・
住
所

〒
６
４
３
‐
０
８
１
１

有
田
川
町
庄
１
０
４
２
番
地

有
田
川
町
消
防
本
部　

予
防
課

・
電
子
メ
ー
ル
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（
平
成
28
年
9
月
30
日
現
在
）
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病
院
紹
介（
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
）
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０
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今
年
の
出
動
な
ど（
累
計
）

　　　　　　本当に必要？　救急車はいのちをつなぐ乗り物です。適正利用にご協力を！

付けましたか？
住宅用火災報知器

全ての寝室と階段（2階に寝室がある場合）に必要です。
正しい場所に設置されているか確認してください。

火災・救急・救助は 119番

119 番のかけ方…局番なしで「119」をダイヤル
受け付け員が必要なことを順に尋ねます。それに応じて正確に伝えてください。
□発生場所（住所）を正確に伝えてください。
□携帯電話の利用は、一般固定電話が利用できない時に使ってください。
携帯での通話は、電波状況により、途中で切れる場合があります。

通 報 例
消防本部119番受け付け員 通　報　者
火事ですか？
救急車の要請ですか？

・火事です。
・救急車の要請です。

場所はどこですか？ 大字○○、△番地の消防太郎です。
××さん宅の西側です。

どのような状況ですか？
・隣の○△さんの家が火事です。
・交通事故です。車が横転し、中に人がいます。
・急に人が倒れて苦しんでいます。

注意事項
□一気に話そうとせず、落ち着いて、聞かれたことに正確に答えてください。
慌てて一方的に話すと、正確に伝わらず、時間もかかります。ただし、あな
たが通報している場所にまで煙や火が拡大するなど、危険が迫っている場合
には、すぐに避難してください。
□携帯電話は受信局によって、有田川町以外の消防につながる場合があります。
発生場所の住所を伝えれば、その場所の管轄の消防に転送してくれます。
□救急車は必要ないが、病院を紹介してほしい場合には「和歌山県救急医療情
報センター　☎073‐426‐1199」が24時間体制で病院紹介をしています。

ご
応
募
、

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！


